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第１章 事業の構成機関・構成員 

1-1. 構成員

（１）教育機関

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人 YIC 学院  

社会事業本部 

管理本部 経営戦略課 

実施推進委員会 

体制整備委員 

講座開発運営委員 

山口県 

２ 学校法人 YIC 学院  

YIC 情報ビジネス専門学校 

実施推進委員会 

体制整備委員 

講座開発運営委員 

山口県 

３ 学校法人 YIC 学院  

YIC 調理製菓専門学校 

実施推進委員会 山口県 

４ 学校法人 YIC 学院（京都） 実施推進委員会 京都府 

（２）企業・団体

名称 役割等 都道府県名 

１ 山口商工会議所 実施推進委員会 

体制整備委員 

山口県 

２ 山口県観光連盟 実施推進委員会 山口県 

３ 山口県職業能力開発協会 実施推進委員会 山口県 

４ 山口県情報産業協会 実施推進委員会 山口県 

５ デジタルハリウッド株式会社 実施推進委員会 

講座開発運営委員 

東京都 

（３）行政機関・その他

名称 役割等 都道府県名 

１ 山口労働局 職業安定部 訓練課 実施推進委員会 山口県 

２ 山口県観光スポーツ文化部 観光政策課 実施推進委員会 山口県 

３ 山口県 産業労働部 産業人材課 実施推進委員会 

体制整備委員 

山口県 
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1-2 事業の実施体制

実施推進委員会  ４回委員会（10・12・1・2 月） 

・YIC 学院、YIC 情報ビジネス、YIC 調理製菓、YIC 京都ビューティ専門学校

・行政機関

   （山口県観光政策課・産業人材課・山口労働局） 

・企業団体・会社

（山口商工会議所・山口県観光連盟・山口県職業能力開発協会・

山口県情報産業協会・デジタルハリウッド）    

・学識協力者所属教育機関

（山口大学・熊本大学・福岡大学・大分大学）

体制整備委員会 

４回委員会 

（10・12・1･2 月） 

・運用体制（団体・企業連携）

・オンライン学習システム

・リスキル推進アドバイザー育成・講師養成

講座開発運営委員会 

４回委員会 

（10・12・1･2 月） 

・インバウンド対応おもてなし英会話

・マナープロトコール

・DX 系エントリーコース

・中核 DX 人材育成コース
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第２章 事業の内容 

2-1 事業の趣旨・目的

山口県重点産業振興のため、観光・料飲サービス業界地域団体と連携し、人材不足解消と生産性向上を目

指す。 

昨年受託した令和３年度文部科学省「DX 等成長分野を中心とした就職・転職支援のためのリカレント教育推

進事業」プロジェクトおよび本年山口大学が受託している文科省委託「リカレント教育推進 DX リスキル教育事

業」の成果物も活用する。 

在職者の学びを促進する仕組みには、企業が期待する人材育成をヒアリングし、多忙な在職者の時間・場所

に柔軟な対応が可能なオンライン学習を活用する。また、組織ニーズを受け、キャリアコンサルティングによる継

続的な学びを伴走支援するリスキル推進アドバイザーを育成し体制を整備する。習得知識とスキルを業績に反

映するため、類似学習の仲間と協働の場で連帯感と成長マインドセットをし、階層別の DX 現実課題解決型ワー

クショップを受講し、チーム別に業績連動する成果発表を行う。（ブレンディッド・ラーニング）

本事業では、継続的に講座を提供する体制ガイドブック・運用ガイドを作成、３年の期間中に継続的に改定す

る。 

１．インバウンド対応おもてなし（英）会話コース  

２．マナープロトコール 

３．DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 

４．中核 DX 人材育成コース （２年目より検証） 

2-2 学び直し講座が必要な背景 

観光立県である山口県は特に観光・料飲・サービス分野において、コロナ禍の影響が表出している。山口県

観光客動態調査によれば、新型コロナウイルス感染症に伴う渡航制限等の影響により、令和２年の外国人延べ

宿泊者数は 61.2%減だったが、現在、急速に国内観光とインバウンド需要は回復している。今後は、多様な観

光・料飲・サービス業の復活が急務であり、その為、山口県おもてなしを更に進化させ、ICT、AI 等の DX 技術を

付加することで、多くの方に最適な情報提供を行い、地域の相互連携による効果的なサービス提供をすることが

できる人材育成が課題となっている。また、山口労働局によると、令和５年２月のバランスシートでは、有効求人

倍率も接客・給仕の職業 3.91、販売の職業 2.80 と県平均 1.48 よりも高いものとなっている。 
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山口県としても、観光マーケティングの強化として、DX 人材の育成によるデジタル媒体を活用した効果的な情

報発信や分析データの蓄積・活用による施策の立案、統計データの活用による観光マーケティングの推進を進

めたいとしているが、山口県内において即戦力になる DX 人材は不足している現状にある。 

令和２年度には、山口大学大学院がものづくり分野中心に「就職・転職のためのリカレント教育推進事業」を

行っていることを踏まえ、令和３年度に『「DX 等成長分野を中心とした就職・転職支援のためのリカレント教育推

進事業」「課題解決型 DX 人材育成プログラム（観光・サービス業を中心として）」』プロジェクトを本学院が受託し

行っている。 

昨年度 YIC 学院受託事業において「山口県観光・サービス業の DX 人材ニーズ アンケート調査」を行い、報

告書を文部科学省および山口県にも提出している。山口地域職業能力開発促進協議会では、令和５年度山口

地域職業訓練実施計画にて、『山口県では、文部科学省の委託事業である「DX 等成長分野を中心とした就職・

転職支援のためのリカレント教育推進事業」において、「課題解決型 DX 人材育成プログラム（観光・サービス業

を中心として）」の講座が開講され、山口県の主要産業の一つである観光関連産業の人手不足や必要とされる

IT 技術が明確にされている。』と引用され、今年度の求職者対象の職業訓練の新たな訓練科として本学院が実

施することになっている。 

なお、報告書から本提案をする上の根拠としては、以下の内容を挙げておく。 

１． 景気回復に伴い、業界の人材不足が深刻であり、人材補充・生産性向上が必要である 

２． IT 化技術では SNS に注力しており、マーケティング活用したいと考えている 

３． IT 化技術以外では、接遇･ホスピタリティ・コミュニケーションへの研修要望が多い 

４． 上記研修の他では、企画･プレゼン研修の要望が企業側からは多い 

５． 観光振興の課題で最も多いのは観光人材育成や生産性向上に対する専門組織の設立 

次に多いのが体験学習･インターンシップの強化と語学ができるガイドや人材の確保 

2023 年 2 月山口労働局によると「山口県下の宿泊業と飲食サービス業」の求人倍率が 28.2%増加（対前年同

月比）している。近年、新型コロナウイルスの感染急拡大により求職活動を控えたことが、新規求人数が大幅に

増えた主な要因だと分析されている。山口県の景気が回復傾向になっており、県内の求人募集活動が活発化。

山口県の有効求人倍率は 1.52 となっている。 

昨年度、本学院の文科省事業による調査では、今後山口県内観光業界で重要と思う IT 化技術として、最も

多いのは SNS 活用 34 件（35%）、ホームページ 25 件（24%）、Web 広告 17 件（18%）となっている。インターネット

の世界ではインフルエンサーの活用が注目されており（インフルエンサーは Instagram、Twitter、YouTube など

の SNS でトレンド情報や PR を発信・投稿し世間に対して購買意欲を促進させるなどの影響力を持っている）、イ
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ンフルエンサーをマーケティングに活用することは「インフルエンサーマーケティング」といわれ、多くの企業で広

告効果が高い方法として注目をされている。 

現在採用している IT 化技術で、最も多いのはホームページの 44 件（40%）である。次に多いのが SNS の活用

の 34 件（31%）である。３番目に多いのが自動予約システムの 20 件（18%）であることから、在職者の学びが業績

に即効力をもって反映することが期待できる。業績がアップすることで学びの有効性を短期間で企業からの評価

を得ることができ、学びの必要性を企業と在職者に訴求する効果があると考えられる。 

また、従業員に IT 化技術以外で受けさせたい研修には、最も多いものとして、接遇･ホスピタリティ研修の 29

件（27%）がある。次に多いのがコミュニケーション力研修の 19 件（18%）。３番目に多いのが企画･プレゼン研修

の 13 件（16%）と同数の課題解決型研修が挙げられている。これらは接遇サービスの質を充実させるためのも

ので、インバウンド需要を含めてお客様に気持ち良く利用してもらうことでリピート効果を期待でき、有効と考えて

いるものと思われる。 

観光振興に重要な人材育成として最も多くの声には、観光人材育成や生産性向上について専門組織の設立

が 23 件（24%）ある。次に多いのが体験学習･インターンシップの強化の 14 件（15%）である。同数で語学ができ

るガイドや人材の確保が挙げられている。 

以上の調査報告から、次の視点でこの度の事業方針とする。 

・業界は 100 名以下の従業員の規模の会社が多いことを考慮して、それぞれの学習テーマごとに人数を限定す

る。

・長時間の学習時間の確保と固定的な受講時刻設定は厳しいと想定されることから、柔軟な学習形態を可能と

する。

・個々の学びへの意欲喚起と学習仲間とともにする支援を行うため、企業を超えた地域での連帯的学習環境作

りが、地域の活性化と個人の継続学習につながる。

・組織からの承認評価を受け業務成果とつながる学びの実質化が不可欠だと考えられる。

・多くは個別学習の持続維持が課題だと言われていることから、支援をするスタッフ養成も必要で、地域理解の

ある温かみのある支援者を育成する体制作りを行う。

このように、令和３年度文部科学省委託事業である「DX 等成長分野 を中心とした就職・転職支援のためのリ

カレント教育推進事業：課題解決型 DX 人材育成プログラム（観光・サービス業を中心として）」の実施において、

関係業界からの調査・ヒアリングを通じて出た問題を、在職者のアップデートによって優先的に解決する方策とし

て、地域事業に即した現実的課題提案と実行に結びつける内容とする。 
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2-3 開発講座の概要 

地方の人手不足で多忙な中での在職者を対象とする学び直し推進として、地域密着型のアップデートプログラ

ムの開発を行う。また個人と組織の共生に向けたキャリアプランニングの支援とその実現の為の学びを進める

「リスキル推進アドバイザー」を養成する人材育成と、さらにはそのアドバイザー育成する講座を行う講師人材

の育成も併せて行う。 

（１）基本的支援方法

内 容 

１ 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （１・２・３年）

企業側の期待する学習課題のヒアリング

学習希望者対象のキャリアコンサルティング

学習方法、オンライン学習内容の選択支援

オンライン学習中の個別 1on1（学習ログ活用）

オンライン修了時受講者の集い

対面集合研修後の成果発表（企業側への提供） 

２ リスキル推進アドバイザー認定講師講座（２・３年）

３ 講座運用ガイドブック（３年） 

４ 団体運営マニュアル、リスキル推進ガイド（３年） 

「リスキル推進アドバイザー」は、地域企業の人事等の関係者の声から、現状の在職者が自らの将来設

計を踏まえて能力開発を積極的に行っていない、また個々の学びたい学習と求められる能力をマッチン

グができず、意欲的に学習継続ができないという問題に対応する者です。 
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（２）在職者のリスキリング（新規開発・講座の再編集）

コース 初任 中堅 

開
発
す
る
コ
ー
ス 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 〇 △ 

マナープロトコール （インバウンド対応可能なおもてなし専門人材） 〇 △ 

DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 〇 △ 

中核 DX 人材育成コース ２年目初版 

（対話型 AI 活用による問題整理・課題解決法） 
△ 〇 

再
活
用
す
る
コ
ー
ス 

観光ビジネス概論・職業人講話（昨年度文科省 DX 人材育成事業作

成）(90 分間 20 回分） 
〇 〇 

観光 DX 活用講座（昨年度文科省 DX 人材育成事業作成） 

（10 時間程度） 
〇 〇 
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（３）各講座の概要

ⅰ）名称（１）

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野入社３年程度の 

顧客サービスを行うフロントヤードの方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
地方魅力発信できるインバウンド対応可能なおも

てなしのコミュニケーションができる人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、現状の自

らの会話能力を現場で高めたいという意欲のあ

る方（中学校レベルの語学力） 

プログラム受講後に想定される受講者のキャリ

ア・受講者が目指す姿

会話力と国際的なマナーの知識と山口県らしさを

持ちながらも、インバウンド対応もできるおもてな

しの知識を活かした温かい会話ができる 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 
５人（１年目）10 人（２年目）10 人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 ４０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 ４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

ⅲ）内容 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース  １年目新規開発

（４ヶ月間：約 27 時間＋13 時間自主学習）   

１） 個別キャリアコンサルティング（１時間）…………診断的評価 

現状の会話力を把握し個別の学習レベルとキャリア形成の相談 

想定した提案のオンデマンド講座より選択受講する。（指定講座の選択以外は本人が選択可能） 

２）オンライン学習 （10 時間程度）…………………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：英会話想定（レベルに合わせて選択） 
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３）交流カフェ（２時間）

地域で学習した仲間との協働的学びの場を構成

４）集合型ワークショップ（12 時間）+実践課題レポート 6 回…形成的評価（各回）

＊山口の観光現場事例に基づいたロールプレイ演習等

・国際的なマナーの知識と山口県らしさをもち、インバンド対応もできるおもてなしの知識を活かした

温かい会話ができる。

・観光地・名称・食事等の紹介や現場での会話シーンを想定した事例教材にて学習をすることを通

じて、受講者自身が会話課題を持ち、ロールプレイングにて会話ができるように成果発表できるま

でのプログラムを開発して実証する。

・地域の事例については、業界卒業生と観光系学生からのヒアリングにて行い、ワークショッププロ

グラムを開発する。

・受講者の語学力に応じて５講座程度の推奨オンデマンド講座より選択と県内観光ビジネス講座

（昨年度作成）と「やまぐち歴史・文化・自然検定」教材を推奨する。

５）成果発表（２時間）………………………………総括的評価（現場での実践的成果） 

＊昨年度文科省 DX 人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数視

聴を課題とする。 

・１年目に開発検証まで行う。１年目の調査結果によっては、山口県から近いことから、韓国語・中

国語のコースの開発も検討する。

・次年度以降の継続的な人材育成を行い、毎年事例の蓄積をポータルサイトに追加提供し、受講者

のコミュニティも作る。
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ⅰ）名称（２） 

インバウンド対応マナープロトコール（動画作成・改訂）

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野 

顧客サービスを行う全職種 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

地方魅力発信できるインバウンド対応可能なおも

てなしのマナーの所作ができる人材 

観光産業に従事する者が、改めてどう接客しどう

対応するかを学んでいく。 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、現状の自

らの対人能力を現場で高めたいという意欲のあ

る方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャリ

ア・受講者が目指す姿

対話力と国際的なマナーの知識と山口県らしさを

持ちながらも、インバウンド対応もできるおもてな

しの知識を活かした温かい応対ができる。 

行政や企業との連携をするための方法やそれに

基づく基本的ビジネスマナー、プロトコールを習

得し、観光業におけるコミュニケーションスキルを

高める。 

開発するプログラムの目標受講者数 １０人（２年目） １０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 ４３時間 

開発するプログラムの想定受講期間 ４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

ⅲ）内容 

マナープロトコール（動画作成・改定）

（４ヶ月間：30 時間＋13 時間自主学習）

１）個別キャリアコンサルティング（１時間）……診断的評価 

２）オンライン学習（13 時間程度）……前提・事前学習 

＊事前にテキストと動画による学習と確認問題を行う。 
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＊テキストは、昨年作成した内容を再編集する。 

＊学習内容を踏まえて部分的動画で学習する。 

（マイクロラーニングにより動画分と自主学習による課題を含めて）

① プロトコールの基礎を理解している

② 観光マーケティングの基礎を理解している

③「自立」と「共存」のためにどんな考え方や行動習慣が必要か理解している

④ 観光業界で働くためのコミュニケーションスキルを身につけている

⑤ 観光業界で働く人材として、学んだことを使って活躍できる

３）交流カフェ（２時間）

＊受講者のマインドセットと連帯感醸成、受講者学習レベルの確認と実践演習に向けたチーム設定

４）集合型ワークショップ（12 時間）……………形成的評価（各回） 

事例成果演習（2 時間 6 回）＋実践課題レポート 6 回、各回 自主課題 

＊事例によるワークショップ研修（山口観光現場事例に基づいたロールプレイ演習） 

５）成果発表（２時間） …………………………総括的評価（現場での実践的成果） 

対面による実技演習をテーマ別（来客応対・電話応対・接遇等）に行い、最終成果演習 

＊昨年度文科省 DX 人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数視

聴を課題とする。 
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ⅰ）名称（３） 

DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野でバックヤードを主に

担当する方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
地元の魅力を発信できる、インバウンド対応可能

な WEB あるいは SNS を通じて発信できる人材。 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、かつ SNS

利用や山口県および現場の魅力を多くの方に広

める意欲のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャリ

ア・受講者が目指す姿

SNS の特色を活かし、マーケティングの知識を踏

まえながら情報発信ができ、インバウンド対応、

業績成果の効果測定もできる知識を持ち、組織

貢献できる。 

開発するプログラムの目標受講者数 ５人（１年目）１０人（２年目）１０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 ４５時間 

開発するプログラムの想定受講期間 ４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

ⅲ）内容 

DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） １年目新規開発 

（４ヶ月間：32 時間＋13 時間自主学習） 

１） 個別キャリアコンサルティング（１時間）…診断的評価 （おもてなし会話コース共通）

現状の職場の現状を把握し、個別の学習ニーズとキャリア形成の相談を行う。

２）オンライン学習（15 時間程度）…………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：WEB/SNS マーケティング入門・基礎～応用 

はじめて使う ChatGPT 講座、はじめての Web マーケティング 入門講座等 
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＊昨年度文科省 DX 人材育成事業にて作成 観光ビジネス概論・SNS 概論(20 本約 30 時間)、デー

タマーケティング （約 10 時間）より、所属組織と受講者のニーズで自主学習として視聴動画選択

３）交流カフェ（２時間）

地域で学習した仲間と協働的学びの場を構成。チームにより地域連帯感の醸成ワークを行う。

４）集合型ワークショップ（12 時間）+実践課題レポート 6 回……形成的評価（各回） 

＊開発ワークショップ研修 

（対話型 AI 活用による営業ツール実践企画作成と実行計画研修） 

＊企画立案編（2 回） - 顧客のニーズ把握と分析- コンテンツ作成によるアプローチ方法の検討- 

チームによる SNS 活用による集客戦略の構築

＊実践編（4 回）- SNS 活用による実践研修- 成果評価（クリック数の増加、問合せの増加などの

設定） - 目標達成に向けた分析・改善提案書の作成 

５）成果発表（２時間）＋実践成果報告……総括的評価（現場での実践的成果） 

＊昨年度、文科省 DX 人材育成事業にて作成した「観光ビジネス概論」(20 本約 30 時間)、「データ

マーケティング」（約 10 時間）を自主学習用視聴動画として提供する。

１年目に開発検証まで行う。１年目の受講者は、リスキル推進アドバイザー（仮称）開発のためのプロ

セス調査として受講者の学習状況と個別 1on1 支援の記録を取り、アドバイザー講座プログラム開発

の参考とする。 
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ⅰ）名称（４） 

中核 DX 人材育成コース（対話型 AI 活用による問題整理・課題解決法） 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野でマネジメントを主に担

当する方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

現場の問題発見から課題解決までのプロセス管

理ができ、リーダーシップを発揮して DX 推進が

できる人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

中核的な働きを期待され、DX 対応で組織的マネ

ジメントする役割を高めたい意欲のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャリ

ア・受講者が目指す姿

SNS や Web など集客戦術のデジタル化を推進

する上で必要な計画を立案して、組織内メンバー

と協力して実行し、その成果を生み出すためのマ

ネジメントができる

開発するプログラムの目標受講者数 １０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 ３０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 ４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

ⅲ）内容 

中核 DX 人材育成コース（デジタルマーケティング） ２年目新規開発 

（４ヶ月間：30 時間） 

１）オンライン学習 （15 時間程度）…………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：マーケティング、リーダーシップ・コーチング、データサイエンス等複

数から３科目以上を相談のうえ選択 

２）交流カフェ（1.5 時間）

＊受講者のマインドセットと連帯感醸成

３）集合型ワークショップ（12 時間）＋実践課題レポート 5 回……形成的評価（各回） 
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＊開発ワークショップ研修 

（事例検討＋対話型 AI 活用による企画立案＋実践報告と改善計画） 

４）成果発表（1.5 時間）＋実践成果報告……総括的評価（現場での実践的成果） 
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ⅰ）名称（５） 

リスキル推進アドバイザー（仮称）育成講座 （体制整備）

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野等を会員とする団体等

にて支援をする 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

学び直しの支援者として業界の人材ニーズを把

握しキャリア形成サポートができる知識・技能を

身につけた人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

カウンセリングマインドを持ち、キャリア開発支援

に対して知識を学ぶ意欲がある方。キャリアコン

サルティングあるいは職業能力開発推進者の方

を歓迎 

プログラム受講後に想定される受講者のキャリ

ア・受講者が目指す姿

山口県の業界状況を理解する方法を熟知し、そ

の上でキャリア開発に対する知見を持ち、オンラ

イン学習支援対応により学び直しをサポートする

ことができる 

開発するプログラムの目標受講者数 ５人（２年目） ５人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 ２０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 ４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 無 

ⅲ）内容 

リスキル推進アドバイザー（仮称）育成講座 （４ヶ月間：15 時間＋5 時間自主学習）

１年目：プロセス調査および講座プログラム（カリキュラム、シラバス、教材）第１版

２・３年目：実証講座（実施講座活用）・プログラム改訂（第２版・最終版）

１）オンライン学習講座 （５時間程度）………前提・事前学習 

＊新規開発したテキストと動画教材による学習と確認問題・評価を行う 

２）集合型ワークショップ（９時間）………形成的評価（各回） 
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＊事例によるワークショップ・ロールプレイ研修 

３）学習評価試験（１時間）………………総括的評価（現場での実践的成果） 

筆記と実技およびレポート評価とする…修了証を発行 

＊基本支援方法 

＊企業側の期待する学習課題のヒアリング 

＊受講者対象のキャリアコンサルティング 

・学習方法、オンライン学習内容の選択支援

・オンデマンド学習中の個別 1on1（学習ログ活用）
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ⅰ）名称（６） 

リスキル推進アドバイザー（仮称）認定講師講座 （体制整備）

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
リスキリングを普及する団体および従事する支援

者を育成する指導者 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
リスキル推進アドバイザー講座を講師として運営

できる知識・技術を身につけた人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関する

基礎知識の有無） 

キャリアコンサルタントの知識・技能を有してお

り、オンライン学習についての一定の理解のある

方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャリ

ア・受講者が目指す姿

地域特性に合わせた人材育成に対する課題を理

解して、受講者の学習選択と継続的な学習を伴

走支援できる人材 

開発するプログラムの目標受講者数 ５人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 ２０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 ４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 無 

ⅲ）内容 

リスキル推進アドバイザー（仮称）認定講師講座 （４ヶ月間：15 時間＋5 時間自主学習）

２・３年目：プログラム開発・実証講座

１）自主学習講座 （５時間程度）…………前提・事前学習 

＊新規開発したテキストと動画教材による学習と確認問題・評価を行う 

２）集合型ワークショップ（９時間）…………形成的評価（各回） 

＊事例によるワークショップ・ロールプレイ研修 

３）学習評価試験（１時間）………………総括的評価（現場での実践的成果） 

筆記と実技およびレポート評価とする……修了証を発行 

＊リスキングに求められる社会的背景と現状の課題 
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＊基本支援方法と講座運営法 

＊企業側の期待する学習課題のヒアリング（ニーズ確認リスト） 

＊受講者対象のキャリアコンサルティング演習のファシリテーション 

・学習方法、オンデマンド講習内容の選択支援

・オンデマンド学習中の個別 1on1（学習ログ活用）
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（４）計画の全体像

３か年間の事業計画は以下の通り 

【１年目】 「現状把握と仮説に基づいた運用体制作りと人材育成コンテンツの開発」 

１） 委員会

実施推進委員会 4 回

体制整備委員会 4 回

講座開発運営委員会 4 回

２） 調査事業

業界リスキルニーズ・在職者ヒアリング調査：開発講座および体制の課題抽出

オンライン講座受講者学習プロセス調査：実証講座受講者の進捗ヒアリング・情報抽出

３） 開発・運用事業

体制整備事業

・リスキル推進アドバイザー（仮称）養成講座プログラム開発（プロセス調査を踏まえ）

・学習管理システムの開発・運用

講座開発・実証事業 

・インバウンド対応おもてなし（英）会話コース（新規）……開発・実証 

・マナープロトコール……既存改訂 

・DX 系エントリーコース（新規）……開発・実証 

・昨年度 DX 事業にて作成したコンテンツの編集

４） 広報事業

協力団体・企業との連携

ホームページ・SNS 制作

５） 成果報告

【２年目】 「開発プログラムの実証・改訂と追加開発による継続的運用方策の検討」 

１） 委員会

実施推進委員会 4 回

体制整備委員会 4 回

講座開発運営委員会 4 回

２） 調査事業

オンライン実証講座受講者学習プロセス調査：講座プログラムに反映
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３） 開発・運用事業

体制整備事業

・リスキル推進アドバイザー（仮称）養成講座プログラム……実証・改訂 

・リスキル推進アドバイザー（仮称）認定講師講座プログラム……開発 

・オンライン講座選択ガイドブックの開発

・学習管理システムの開発・運用

講座開発・実証事業 

・インバウンド対応おもてなし（英）会話コース……実証 

・マナープロトコール……実証 

・DX 系エントリーコース……実証 

・中核 DX 人材育成コース……開発 

４） 広報事業

・協力団体・企業との連携

・ホームページ制作

５） 開発講座の検証・改善

学識者および業界関係者による視察・ヒアリング等により検証

６） 成果報告

【３年目】 「地域にて継続的な人材育成体制と業界振興との連携」 

１） 委員会

実施推進委員会 4 回

体制整備委員会 4 回

講座開発運営委員会 4 回

２） 調査事業

実証講座受講者 受講評価の追跡調査

３） 開発・運用事業

体制整備事業

・リスキル推進アドバイザー（仮称）養成講座プログラム……実証 

・リスキル推進アドバイザー（仮称）認定講師講座プログラム……実証・改訂 

・学習管理システムの開発・運用

  講座開発・実証事業 

・インバウンド対応おもてなし（英）会話コース……実証 
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・マナープロトコール……実証 

・DX 系エントリーコース……実証 

・中核 DX 人材育成コース……実証・改訂 

４） 広報事業

協力団体・企業との連携

ホームページ制作

５） 開発講座の検証・改善

学識者および業界関係者による視察・ヒアリング等により検証

６） 成果報告書・成果報告動画

体制・講座について、検証報告と今後の課題・方針を含める

対  象：多様な日時等の就業形態が混在する観光・料飲・サービス業の従事者 

受講条件（レディネス）：本事業では個別の在職者の受講希望だけではなく、在職している 

組織との合意を得て、期待される能力と在職者の学びのすり合わせを行い、外部商工会議

所等を窓口として受講申込を受け付ける。また、「人材開発支援助成金」の受給促進支援も

行うことで、受講者が学びやすい環境を作り、合意された受講を促進する。 

なお、中小企業の個々の在職者の多様な事情の中での学習意欲実践に応えるには、専門的

知識を有する支援者からの助言を受けつつ、多様な学習内容から自主的に納得感ある選択

ができることが重要となる。その上で、地域という共有できるテーマから、事前学習した汎用

的知識を踏まえて、問題発見から課題解決策の提案そして実行を地域ぐるみで行う学習方

法（プロセス）をチームビルディングで実践的に学ぶことを目的とし、いかに学び続けるか、学

び続けることの有効性を体験的に学習することにより、これからの学びと働くことに結び付け

る。 

以上のことから、一定の地域的エリアを想定した受講者であり、地域で学びながら働き続ける

意識を持っている者が前提となる。 

学習法：前提・事前学習、オンライン学習後、学習領域を踏まえた実務活用を個々の学習目標を踏まえ

たワークショップで行い、実際の実践を踏まえた成果発表を行う。 

上記学習過程を行うことで、学びを実務成果として業績に繋げる。組織は在職者の学習成果

が業績に連動することを認め、人材育成の継続的な支援を行う。 

また、組織から承認されることで、学習者の自己効力感を高め内的動機につながり、学習する

組織の醸成と個々の主体的なリスキリングの循環環境をつくる。 
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１．オンラインコースやモジュールを利用する 

デジタルマーケティングや DX 化に対応する次世代リーダーに必要な知識・技能そしてインバウ

ンドに必要な会話や様々なソーシャルメディア活用などを、各種業態のニーズと個々の学習レベ

ルと学びたい内容を多様に基礎から応用まで効果的に場所と時間を柔軟に提供するオンライン

教育プラットフォームを用意する。 

インバウンドやイベント集客といった積極型集客を目指す上で、そして更に山口観光の良質なサ

ービスを行う宿泊・料飲・サービス業で働くフロントヤードスタッフや中堅職員には、ホスピタリティ

サービスを提供するために、お客様のニーズを把握し、的確な情報提供や丁寧な対応を行うス

キルと、心地よい態度と会話ができるように段階と各自の既知の学習状況に応じて、以下の講座

にて習得を目指す。 

    １）インバウンド対応おもてなし（英）会話 

２）マナープロトコール

３）DX 系エントリーコース

４）中核 DX 人材育成コース

２．グループアプローチによる地域密着問題の解決をテーマとした事例学習による現実成果を目指す 

オンデマンドによる学習に加え、グループワークにて課題解決型学習を行う。

学習テーマ：段階別（エントリー・中核）インバウンド対応 DX 人材の育成。 

＊例えば、中核 DX 人材育成の場合 

    デジタルマーケティングの知識により・・・ 

1）デジタルマーケティングの最新のトレンドや技術や一般的なソーシャルメディアの活用につい

て、オンラインによる学習をそれぞれが行う。

2）デジタルマーケティングのスキルを身につけるために、実践的なプロジェクトに取り組む。現

実の組織課題を各自がプロジェクトとして検討し、ワークショップを通じて、ともに学び合う関

係を醸成しながら、自分自身で経験を積む。

3）デジタルマーケティングを現実の組織課題に当てはめて実証することで、その成果を記録し、

改善提案も含めた発表を行うことで、PDCA サイクルを回す成果発 表会を行う。これらの方

法を組み合わせることで、自分自身でデジタルマーケティングの効果的なスキル習得をする。

４）コミュニケーションスキルとして、お客様だけでなく、上司や同僚とのコミュニケーションを円滑

にする上で必要とする知識学習を行い、総合的演習にて実践学習を行う。

リーダーシップスキル・プロジェクトマネジメントスキルについて・・・
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５）部下を指導し、ホテルの運営をリードするリーダーシップスキルが求められる。率先して業務

を行い、部下の成長については、チームのパフォーマンスを向上させる。

６）部門やプロジェクトのリーダーとして、業務改善や新サービスの立ち上げなどのプロジェクト

マネジメントを行うことが求められる。プロジェクトの計画立案、スケジュール管理、コスト管理

などを行い、チームの目標達成に向けた戦略的な判断を行う演習を行う。 

７）ホテルビジネスに関する知識を持ち、経営ビジネス戦略を理解していることが求められる。

市場動向や顧客のニーズを把握し、ホテルビジネスに必要な課題解決や解決の提案などを

行い、ビジネスの成功に貢献することが必要となる。

以上のような学びを経て、中核人材は、組織の発展にもつながることを成果発表にてプレゼン

することで、組織評価を高め、リスキリングの循環をつくる。 

３．体制整備としての人材育成について 

１）リスキル推進アドバイザー（仮称）による支援

・事前に組織の従事者への役割期待と能力向上期待をヒアリングした上で、個別学習者を対象と

したキャリアコンサルティングを行い、継続的学習成長サイクルを意識する学習プログラムを作

成。

・プラットフォーム提供者と連携し調査研究を行い、支援プログラムを作成する。

なお、自学自習する上での学習支援をするための状況把握と合わせた促進策を記録した上で、

学習成果を上げるパーソナルサポートを可能とするための調査を行う。

・最終的には、「業界ヒアリングチェックシート」作成と「リスキル推進アドバイザー」育成講座のカリ

キュラム・シラバス・教材作成そして講座実施による修了者の育成を行う。

２）リスキル推進アドバイザー（仮称）講座講師育成講座

何を学ぶか

（学習選択）

どう学ぶか

（学習方略）

どう活かすか

（学習成果）

どう変えるか

（変化成長）

いかに続ける
か（学習継続）
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リスキル推進アドバイザー講座を講師として運営することができる知識・技能を身につけた人材を

育成するため、キャリアコンサルタントの知識・技能を有しており、オンライン講習についての一定

の理解のある方を対象として、地域特性に合わせた人材育成に対する課題を理解して、受講者の

学習選択と継続的な学習を成果まで伴走することが出来るために必要な知識と対話スキルの指

導ができる講師育成をする。 

  まず幣学院にて、リスキル推進アドバイザー講座を運営するが、講座を運営する講師も育成するこ 

とで、将来的には、キャリアコンサルタント養成団体や商工会議所にて連携して講座運営できる機 

関の拡大を図る。 

４．検証（体制・方法） 

１）設置する実施推進委員会には、県内行政機関・団体より委員として、実施運営の視

察と成果に対する評価を受ける。

２）実証段階においては、大学の有識者より教育プログラムの作成プロセスの検証、

学習者の統計情報からの検証、受講者からの内的キャリア形成プロセスの検証、 

そして、各企業からの受講者の受講後の就業状態の追跡調査を行い、改善に努める。 

３）これらを、アンケート、ヒアリング、学習状況ログにより情報収集する。

本事業は、以下の特色がある。 

３年間終了後、 

１ 団体等が、継続的な人材育成を支援できるように体制整備マニュアル等を作成するだけでなく、支 

援者育成を行い、さらに支援者を今後業界等に関わらず対応可能な人材 

育成も視野に入れている。 

２ 講座開発については、専門職業人材の最新技能について高度で長時間かかることを避け、まずは

学習を進めること、その学習成果を得ること、そして継続することを自主的に思えること、組織も推

進する動機となることを意識している。 

体制整備と学習法により、「学習内容」を「いかに学ぶか」そして「どう活かすか」を開発ポイントとして

いる。 
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最後に、汎用性のある独自のプログラムである点（既存実施されている教育内容との違い）を整理す

ると、本事業の支援方法は、全国的な民間教育事業者が行う汎用的な知識学習内容を、①個別受講

者の現状の学習レベルを把握するキャリアコンサルティングを行うこと。また、②所属する組織が受講

者に求める資質・能力のヒアリングを行い、この情報を踏まえた上で、汎用的な知識学習プランを考え

て学習伴走すること。また、③LMS の学習ログ等を活用しながらも、地域特性を考慮して受講者と組織

とそして地域の共生を支援する、というコンセプトであり、各地で地元の関係者により行うことができるも

のであると考える。 
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第３章 今年度の具体的活動内容 

3-1 今年度実施の概要

基本事業計画に基づき、実施推進委員会における委員からの意見に基づき、年度の計画を進めていく。な

お、調査および委員会による委員からの助言により、開発内容を含めて改善を進めていき、講座についても、広

報および募集活動の視点を踏まえて、委託事業後の知見となるように、運用記録も行う。 

令和５年度は、「現状把握と仮説に基づいた運用体制作りと人材育成コンテンツの開発」を行うこととした。 

3-2 設置・実施した委員会 

１）実施推進委員会 4 回

第 1 回 令和 5 年 10 月 12 日（木） 16 時 00 分～18 時 00 分 

第 2 回 令和 5 年 12 月 18 日（月） 14 時 00 分～16 時 00 分 

第 3 回 令和 6 年 1 月 22 日（月） 14 時 00 分～16 時 00 分 

第 4 回 令和 6 年 2 月 16 日（金） 14 時 00 分～16 時 00 分 

２）体制整備委員会 4 回

第 1 回 令和 5 年 10 月 12 日（木） 14 時 30 分～15 時 30 分 

第 2 回 令和 5 年 12 月 12 日（火） 15 時 00 分～17 時 00 分 

第 3 回 令和 6 年 1 月 16 日（火） 15 時 00 分～17 時 00 分 

第 4 回 令和 6 年 2 月 5 日（月） 15 時 00 分～17 時 00 分 

３）講座開発運営委員会 4 回

第 1 回 令和 5 年 10 月 12 日（木） 13 時 00 分～14 時 30 分 

第 2 回 令和 5 年 12 月 14 日（木） 16 時 00 分～18 時 00 分 

第 3 回 令和 6 年 1 月 16 日（火） 10 時 00 分～12 時 00 分 

第 4 回 令和 6 年 2 月 7 日（水） 16 時 00 分～18 時 00 分 

４）臨時委員会 ２回

第 1 回 令和 6 年 2 月 6 日（火） 15 時 00 分～17 時 00 分 

第 2 回 令和 6 年 3 月 5 日（火） 15 時 00 分～17 時 00 分 
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3-3 実施した調査 

（１）業界（企業）リスキルニーズヒアリング調査 ※報告書後述 資料１

調 査 目 的 人材不足、在職者の能力に関する問題を把握し、現状の課題解決をする上で必

要と思われる在職者の能力開発を行う際の課題を確認。 

調 査 対 象 山口県内特に山口市内の観光・料飲・サービス業（従業員が 100 名以内の 10 社）

の人材育成計画担当者 

調 査 手 法 個別インタビューによる調査（各 60 分程度） 

調 査 項 目 現在の在職者に求める知識・技能・態度と階層別の能力レベル、今後のインバウ

ンドや生産性向上を目的とした DX 対応に向けた企業側が求める能力と在職者が

学ぶ上で問題と考えていること等。 

分 析 内 容 

（ 集 計 項 目 ） 

在職者に求められている能力要件を整理。 

階層別に、スクリプトで具体的な表現として学習能力やできることを可視化。 

学 び 直 し 

講座の開設に

ど の よ う に 

反 映 す る か 

（ 活 用 手 法 ） 

開設する講座の種類とレベルのバリエーションを階層化して、個人が個別に選択

可能とする。なお、厚生労働省の職業能力評価基準を参考にして学習したい講座

と求められている職業能力をマッチングできる指標を提示できるガイドブックを作成

する。 

在職者が学びたい講座を選ぶ学習内容選択シートを作成し、同シートを活用して

キャリアカウンセリングの基礎情報とする。

今後、継続的な講座開発の分野の指針とする。 

（２）在職者リスキル志向調査（ヒアリング調査） ※報告書後述 資料２

調 査 目 的 対象企業の在職者について、現状の自らの能力に対する問題意識と具体的に保

有能力に対する意識を確認し、自らが学び能力アップをすることに対する意識と取

り組む上で問題となることを確認。 

調 査 対 象 業界リスキルニーズ調査対象企業の在職者（入社３年程度、在職５年以上の中堅

人材、正規非正規の区別なく）を対象（１０名） 

調 査 手 法 個別インタビューによる調査（４５分程度）、オンライン或いは対面 
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調 査 項 目 現在の在職者に求める知識・技能・態度と階層別のレベル感、今後のインバウンド

や生産性向上を目的とした DX 対応に向けた求める能力と在職者が学ぶ上での

問題と思われていること等。 

分 析 内 容 

（ 集 計 項 目 ） 

在職者の学びに対する意識と学ぶ上での問題となること、また学びたいと考えて

いることと将来のキャリア形成について整理。 

学 び 直 し 

講座の開設に

ど の よ う に 

反 映 す る か 

（ 活 用 手 法 ） 

開設する講座の種類とレベルのバリエーションを階層化して、個人が個別に選択

可能とする。なお、厚生労働省の職業能力評価基準を参考にして学習したい講座

と求められている職業能力をマッチングできる指標として提示できるガイドブックを

作成する。 

（３）オンライン講座受講者学習プロセス調査 ※報告書後述 資料３

調 査 目 的 組織内の現状を踏まえて、在職者が、どのような環境で、何を学び、どのような過程

で、どのような心理的変化の中、学習成果を向上させることができるか、適切な環

境要因と心理的プロセスへのアプローチを分析。 

調 査 対 象 山口市内の観光・料飲・サービス業（従業員が５０名前後までの１０件程度）の本開

発講座の検証における参加者をモニターとした。 

調 査 手 法 学習管理システム（LMS）による学習ログの解析。受講者の開始から修了までのヒ

アリングと学習成果との追跡調査。観察法と半構造化インタビューを主として行っ

た。 

調 査 項 目 現在の在職者に求める知識・技能・態度と階層別のレベル感、今後のインバウンド

や生産性向上を目的とした DX 対応に向けた企業側が求める能力と在職者が学ぶ

上での問題と思われていること。自らのリスキリングに対する理解度とキャリア形成

に対する意識と実態。心理的変化と学習行動への影響等。 

分 析 内 容 

（ 集 計 項 目 ） 

内容・階層別にカテゴリー化して、言動をスクリプトで具体的な表現として可視化し、

学習環境・内容、学習に対する意識、キャリア形成に対する認識と外的要因と心理

的変化の関係等を整理。 
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学び直し 

講座の開設に

どのように 

反映するか 

（活用手法） 

開設する講座の種類とレベルのバリエーションを階層化して、個人が個別に選択可

能とする。なお、厚生労働省の職業能力評価基準を参考にして学習したい講座と求

められている職業能力をマッチングできる指標として提示できるガイドブックを作成

する。リスキル推進アドバイザー（仮称）講座に必要な学習内容として反映する。 

3-4 実施した実証講座の内容 

（１）専門職業人材講座の実施概要

実 証 講 座 

の 対 象 者 

企業ヒアリングを受けた観光・料飲・サービス業の従事者で、勤務３年程度未満の

方と中核人材の方。（年齢・性別不問、就業状況（正規・非正規）問わず） 

期 間 

（日数・コマ数） 

４ヶ月間において、20～30 時間＋自主学習（13 時間） 

キャリアコンサルティング（1 時間）、オンライン学習（10 時間程度）、

集合 WS（演習・実習）研修（6 時間）、交流カフェ（2 時間） 

実施手法及び

実 施 内 容 

今年度は、完成年度の実証講座として、オンデマンド学習と対面学習の内容吟味

と連携効果を見るために以下の手法と内容にて行なった。 

開発した講座プログラムを事前応募された受講者を対象に、以下の手順で実施し

た。 

１． 受講者個別に PC を貸与、Udemy・Teams および Microsoft365 のアカウ

ントを発行、連絡ツールとした。

２． 運営側より各コースに適するオンライン講座（10 本程度）を推奨し視聴を

奨励。視聴コンテンツと視聴時間の記録を取った。また、視聴開始に合わせて個別

面談を実施。受講者個々の業務課題や学習方法の相談を行った。 

３． 開始３カ月目に対面演習・課題実習前の事前集合研修を実施し、個々の

受講者の課題の共有と受講者同士による交流を図った。 

４． 対面課題実習を２回実施（完成版では実習６回と成果発表会を実施）。

DX エントリーコースでは対話型 AI を活用した課題解決の手法を学び、英会話では

接客場面を念頭に置いたロールプレイングを中心に学習した。各講座終了時に

個々の学びや課題を発表し全体で共有した。 

受 講 者 数 英会話・DX 系エントリー各５名（完成版各 10 名） 
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（２）インバウンド対応おもてなし英会話コース開発 （４ヶ月間：約 27 時間＋ 13 時間自主学習）

●受講対象者

観光・料飲・サービス業分野入社３年目程度 の、顧客サービスを行うフロントヤードの方

●レベル

対象とする分野に就業経験があり、インバウンド対応、おもてなしの会話能力を現場で高めたいとい

う意欲のある方

●目指す姿

会話力、国際的なマナーの知識を持ちながらおもてなしのサービス、インバウンド対応ができる人材

●受講者

●プログラム内容

11月～ 個別 UdemyBusinessを中心としたオンライン学習 

各自に 

ノ ー ト パ ソ コ ン 、 UdemyBusiness ア カ ウ ン ト 、

Microsoftoffice365アカウント発行 

11/24 オンライン キックオフミーティング開催

（当日2名参加、他3名はアーカイブ視聴） 

12月～ 個別 YIC職員にてリスキル推進アドバイザー（学習支援者）の役割に

てオンライン及び対面にて対応 

① フロントサービス 10 代 男性 

② 宿泊課 40 代 男性 

③ 宿泊課 10 代 女性 

④ インフォメーション 20 代 男性 

⑤ 和文化体験サービス 40 代 女性 
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1/10 集合 「交流カフェ」 

開催あいさつ 

講座の内容・目的の説明 

【講座】福本先生 

（１）自己紹介 

（２）コミュニケーションゲーム 

（３）理想と現状の把握 

（４）宣言 

本日のまとめ 

連絡事項 

講師：専門学校YICグループ非常勤講師：福本先生 

リスキル推進アドバイザー（ファシリテーター）：村山氏、

YIC大野、YIC美柑、YIC沖野 

1/24 集合 「ワークショップ1回目」 

山口の観光現場事例に基づいた、おもてなし英会話のロールプ

レイ実践学習

2/6 集合 「ワークショップ2回目」 

山口の観光現場事例に基づいた、おもてなし英会話のロールプ

レイ実践学習

（３）ＤＸエントリー コース開発の経過 （４ヶ月間：約 3 2 時間＋ 13 時間自主学習）

●受講対象者

観光・料飲・サービス業分野入社、5 年目程度でバックヤード業務などを担当する総合職の方

●レベル

対象とする分野に就業経験があり、

SNS 利用や山口県、地域の魅力を広く発信したい意欲のある方

●目指す姿

マーケティングの知識を踏まえながら SNS を活用した情報発信ができ、業績成果の効果測定などで

組織貢献できる 人材 



37 

●受講者

① ブライダル業務 20代 女性 

② 宿泊課 30代 男 

③ イベント、コンテンツ企画 20代 女性 

④ カフェ業務 20代 女性 

⑤ カフェ業務 30代 男性 

●プログラム内容

11月～ 個別 UdemyBusinessを中心としたオンライン学習 

各自にノートパソコン、 UdemyBusinessアカウント、

Microsoftoffice365アカウント発行 

11/22 オンライン キックオフミーティング開催

（当日2名参加、他3名はアーカイブ視聴） 

12月～ 個別 YIC職員にてリスキル推進アドバイザー（学習支援者）の役割

にてオンラン及び対面にて対応 

1/11 集合 「交流カフェ」 

開催あいさつ 

講座の内容・目的の説明 

【講座】森下先生 

（１）自己紹介 

（２）ChatGPTチュートリアル 

（３）ChatGPTを使用したアイスブレイクゲーム 

（４）業務課題のチャットボット探索 

（５）座談会形式での課題共有 

本日の気づき 

連絡事項 

講師：専門学校YICグループ非常勤講師：森下先生 

リスキル推進アドバイザー（ファシリテーター）：村山氏、YIC

大野、YIC美柑、YIC沖野 

1/24 集合 「ワークショップ1回目」 

顧客のニーズ把握と分析、コンテンツ作成などの企画立案の

演習等 
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2/6 集合 「ワークショップ2回目」 

顧客のニーズ把握と分析、コンテンツ作成などの企画立案の

演習等 

3-5 開発した教材等 

（１）インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 資料５

・シラバス、教材・演習課題６０ページ程度

（２） DX 系エントリーコース 資料６

・シラバス、教材・演習課題６０ページ程度

（３）マナープロトコール講座

昨年度の文科省事業での実証講座にて対面講義として実施、マナープロトコール教材開発をしたものを

元に動画教材として開発した。

令和 6 年度、7 年度は対面講義も交えながら、開発した動画教材を活用した実証講座を実施する。

・教材・シラバス・10 分程度の動画 20 本（以下一覧）

① 接客の基本姿勢

② 身だしなみ

③ 言葉づかい（敬語の種類と使い分け）

④ 言葉づかい（感じのよい言葉づかい）

⑤ 電話応対①（対応の基本）

⑥ 電話応対②（受け方・かけ方）

⑦ 電話応対②（取り次ぎ）

⑧ 電話応対③（伝言の受け方）

⑨ 聞き方

⑩ 話し方

⑪ コミュニケーション
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⑫ 来客応対

⑬ 訪問のマナー

⑭ 紹介

⑮ 席次

⑯ テーブルマナー

⑰ パーティーのマナー

⑱ 贈答のマナー

⑲ ドレスコード

⑳ クレーム対応

（4）観光 DX 動画教材（再活用）

観光 DX 動画教材（令和３年度「DX 等成長分野を中心とした就職・転職支援のためのリカレント教育推進

事業」「課題解決型 DX 人材育成プログラム（観光・サービス業を中心として）」プロジェクトにて作成した、以

下の教材を編集し、事前学習等の教材へと再活用した。

・「観光ビジネス概論 （20 本約 30 時間）」

・「DX 概論（SNS 活用）（約 5 時間）」「データマーケティング（約 10 時間） 」

（５）リスキル推進アドバイザー育成講座 資料４

●講座の目的と作成方針

・事前に組織の従事者への役割期待と能力向上期待をヒアリングした上で、個別学習者を対象としたキャリ

アコンサルティングを行い、継続的学習成長サイクルを意識する学習プログラムを作成した。

・プラットフォーム提供者と連携し調査研究を行い、支援プログラムを作成する。

（合計 80 ページ程度） 

なお、自学自習する上での学習支援をするための状況把握と合わせた促進策を記録した上で、学習成果

を上げるパーソナルサポートを可能とするための調査を行う。 
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・最終的には、「業界ヒアリングチェックシート」作成と「リスキル推進アドバイザー」育成講座のカリキュラム・

シラバス・教材作成そして講座実施による修了者の育成を行う。

3-6 ホームページ

（１）作成概要  https://yic-rs.com/

●公開ページ

・講座紹介ページ

DX 系エントリーコース 

インバウンド対応おもてなし英会話コース

マナープロトコール

●次年度以降の追加コンテンツ

中核 DX 人材育成コース

リスキルアドバイザー育成講座

リスキル推進アドバイザー認定講師講座

イベント記録

学習事例の紹介、受講者の声 

問い合わせ、申込画面 

3-7 学習管理システム 

（１）開発状況

・サーバ開設…Xserver(レンタルサーバー)開設→Moodleセットアップ

・実証講座後、必要機能準備中

受講者 管理者 

連絡（一斉連絡、チャット運用） 

課題、アンケート  

Udemyへのリンク  

受講者情報の個別カルテ化  

（受講進捗、面談記録、講師評価など） 

Udemy管理（進捗/履歴）  
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オンライン会議への導線

ワークショップ成果物・記録

様式手順書チェックシート等の管理 

受講者評価記録  

第４章 実施においての工夫 

4-1 効率的・効果的に実施するための工夫 

本事業は、以下の特色を持って実施している。 

３年間終了後、 

１ 企業内、団体等の継続的な人材育成支援可能な体制（人・情報）整備の構築 

２ 専門職業人材の最新技能としての、地域・業界の実効性のあるコンテンツ開発 

３ 昨年度の文科省事業の継承と山口大学等との連携 

観光立県として、山口県および山口市の活性化を産官学で行う体制 

１ 行政機関、関係諸団体の協力 

・山口県観光文化サービス課との情報共有、中小企業の DX 人材育成、リスキリング支援事業との

連携

・山口県観光連盟の支援により会員への情報提供

・山口商工会議所にて、会員への情報提供と広報活動の援助

・山口労働局の協力により、在職者への人材開発支援助成金活用促進

・山口県職業能力開発協会により、山口地域職業能力開発促進協議会委員として、

在職者の職業能力開発の推進について助言

・山口県情報産業協会にて、DX 推進を進める上で、協会のネットワークによる学びと

業務 DX 化への情報提供窓口の紹介

成人学習に対する学識者からの知見により学習継続と成果達成を高める 

２ 外部専門家の参画 

①山口大学大学院技術経営研究科：教授 福代 和宏

実施推進委員会（文科省委託 DX 事業連携）

・昨年度、DX 人材育成事業委員であり、本年大学にて申請中の「成長分野における

即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業」とのプログラムの情報共有と連携 
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②熊本大学教授システム学研究センター：准教授 合田美子

講座開発運営委員（ID 評価）

・インストラクショナルデザインによる講座プログラムの開発・検証

③福岡大学人文学部教育・臨床心理学科 教授 植上一希

体制整備委員（学習心理支援）

・学習者の心理的視点での支援と非認知能力の学習評価法

④大分大学 IR センター 助教 丹田桂太

体制整備委員（統計的分析）

・学習状況のエビデンスの統計的分析とエビデンス管理法

大学の有識者より教育プログラムの作成プロセスの検証、学習者の統計情報からの検証、受講者か

らの内的キャリア形成プロセスの検証、改善に努めている。 

事業の効果的な学習支援法と事業継続するための企業・団体の運用支援 

３ 体制整備に向けた人材育成とガイドブック等の作成 

・体制整備としての人材育成

リスキル推進アドバイザー（仮称）による支援

・事前に組織の従事者への役割期待と能力向上期待をヒアリングした上で、個別学習者を対象と

したキャリアコンサルティングを行う継続学習成長サイクルを意識する、学習プログラムを作成。

・プラットフォーム提供者と連携し調査研究を行い、支援プログラムを作成。

・なお、自学自習することでの学習支援をするための状況把握と合わせた促進策を記録した上で、

学習成果を上げるパーソナルサポートを可能とする調査を行った。

・最終的には、「業界ヒアリングチェックシート」作成と「リスキル推進アドバイザー」育成講座のカリ

キュラム・シラバス・教材作成そして講座実施による修了者を育成する。

何を学ぶか

（学習選択）

どう学ぶか

（学習方略）

どう活かすか

（学習成果）

どう変えるか

（変化成長）

いかに続けるか
（学習継続）



43 

リスキル推進アドバイザー講師育成講座

・リスキル推進アドバイザー講座を講師として運営することができる知識・技能を身につけた人材を

育成するため、キャリアコンサルタントの知識・技能を有しており、オンライン講習についての一定の

理解のある方を対象として、地域特性に合わせた人材育成に対する課題を理解して、受講者の学

習選択と継続的な学習を成果まで伴走することができる人材育成に、必要な知識と対話スキルの

指導ができる講師育成をする。

  将来的には、リスキル推進アドバイザーは講師も並行して養成することで、キャリアコンサルタント養 

成団体や地域の各種団体と連携して講座運営できる機関の拡大を図る。 
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第５章 令和 5 年度事業実施に伴う成果物（一部公開） 

5-1 調査報告書（企業リスキルニーズ調査）  資料１ 
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48 



49 



50 



51 



52 
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54 



55 



56 
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5-2 調査報告書（在職者リスキル志向調査） 資料２ 
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59 



60 



61 



62 



63 



64 



65 



66 



67 



68 



69 



70 
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5-3 調査報告書（受講者オンラインプロセス調査） 資料３ 
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76 



77 



78 



79 



80 
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84 



85 
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5-4 リスキル推進アドバイザー育成講座 資料１７
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90 
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5-5 専門職業人材講座 インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 資料５ 

（１）シラバス

講座名 インバウンド対応おもてなし英会話

学習概要 観光・料飲・サービス業（旅行業、交通業界、宿泊業、飲食産業、アミュー

ズメント産業、土産物産業、旅行関連産業、イベント産業等）は幅広い業種を

包含した産業であり、日本経済を大きく支え、非常に影響力が大きい。新型コ

ロナウイルス感染により大きな影響を受けた観光・料飲・サービス業界を維持

し盛り上げていくため、観光・料飲・サービス業で働く人材には知識と技術の

向上およびさらなるスキルアップが求められている。 

本講座では、観光・料飲・サービス業に従事する者が、今後さらに必要とな

るインバウンド対応、また地方独自の魅力発信する会話力の学びのきっかけを

作り、その成果を業務に活かすことを狙いとする。さらに地域の観光資源に連

動した実質的な会話につながる実践的な学習をすることで、観光・料飲・サー

ビス業におけるコミュニケーションスキルを高めていく。 

到達目標 本コースの到達目標は以下のとおりとする 

１． インバウンドに自信をもって応対する姿勢が身に付く。 

２．インバウンドの要望を理解し、応対することができる。 

３．地域の観光地や名産品を理解し、インバウンド客へ提案することができ
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る。 

４．観光・料飲・サービス業界で働くためのコミュニケーションスキルを身に

つけている 

５．観光・料飲・サービス業界で働く人材として、学んだことを使って活躍で

きる 

評価方法 ロールプレイングによる実技試験

（模擬応対者（インバウンド役）、講師 他 による審査） 

計画 指導内容 時間数

(分) 

基礎的英文法と単語

の習得・学び直し 

指定のオンライン教材の視聴 900 オンデマ

ンド学習

受講生同士のつなが

りを構築、それぞれ

の業務における課題

の共有を図る 

コミュニケーションスキル 120 交流カフ

ェ 

（キック

オフ）

ホテル・旅館におけ

るチェックイン、チ

テキストを使用し、ロールプレイングを行う。 120 ワークシ

ョップ① 
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ェックアウト業務が

英語できるようにな

る 

飲食店における応対

が英語できるように

なる 

テキストを使用し、ロールプレイングを行う。 120 ワークシ

ョップ② 

物販店における応対

が英語できるように

なる 

テキストを使用し、ロールプレイングを行う。 120 ワークシ

ョップ③ 

各種案内が英語でで

きるようになる① 

目的地への行き方を伝えることができ、おすすめのお

土産、郷土料理、観光地などの簡単な説明や提案がで

きるようになる 

120 ワークシ

ョップ④ 

各種案内が英語でで

きるようになる② 

目的地への行き方を伝えることができ、おすすめのお

土産、郷土料理、観光地などの簡単な説明や提案がで

きるようになる 

120 ワークシ

ョップ⑤ 

トラブル対応 外国人旅行者に想定されるトラブルをもとに、その応

対を学ぶ 

120 ワークシ

ョップ⑥ 
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指定されたシチュエ

ーションにおいて、

実際に外国人ゲスト

を応対する 

これまでに学んだフレーズを使い、応対する。またゲ

ストからの質問に英語で答える。

120 成果発表 

合計 1860 分 



 

 



  

 

1. Hello    

 

2. May I help you    

 

3. Thank you very much.  

 

4. You’re welcome.   

 

5. Have a nice day.   

 

6. Certainly.    

 

7. Excuse me.    

 

8. I’m very sorry.   

 

9. Just a moment, please. 

 

10. Thank you for waiting.  

 

11. Here you are.   

 

12. May I have your name?  

 

13. Could you speak more slowly? 

 

14. We are looking forward to seeing you again. 

 

15. Have a nice trip. 

 

  

 

 

 

Front  Good afternoon, sir. Are you checking in? 

Guest  Yes. 

Front  May I have your name, sir? 

Guest  My name is Ford. 

Front  May I ask your full name, sir? 

Guest  David Ford. 

Front  Thank you very much, Mr. Ford. 

   Let me check your reservation. Just a moment, please. 
  



 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

    

  

 

 

Front  Thank you for your waiting, Mr. Ford. 

   You booked a non-smoking single room for three nights. 

Guest  That’s correct. 

Front  Could you fill out this registration card, please? 

Guest  All right. 

 

Guest  Here you are. 

Front  Thank you very much, Mr. Ford. 

   Here is your room key. 

   Your room is located on the 5th floor.  

   Please take that elevator over there. 

Do you have any questions? 

Guest  No, thank you. 

Front  Enjoy your stay. 
  

 
 
 

  

   3  

  

  

  

 

  

  

    

    

    

    

  

  

  

 

 

Guest  Do you have any recommendations in Yuda Onsen? 

Front  Yes. Is this your first visit here? 

Guest  Yes, it is. This is my first time. 

Front  Well…I’d like to recommend many places for you. 

 First of all, I recommend you to soak in the hot spring bath. 

 

 Yuda Onsen has a legend that a hot spring gushed out from 

the pond where a white fox used to rest its feet to heal its 

wounds. 

 Yuda Onsen is known for its soft hot water that blends well 

with the skin, and is also known as ``Beautiful Skin Hot 

Springs.'' 

 

Guest That’s sound nice! 

I'll definitely try it. 

Front  I’m sure you’ll like it. 

 
  



Front Good morning, Mr. Ford.

Guest Good morning. I’d like to check out, please.

Front Certainly, sir.

Did you have anything from the mini-bar?

Guest Yes, I had 2cans of beer.

Front Certainly, sir.

Here is your bill. 

It is fifty-seven thousand seven hundred seventy yen.

Could you check it, please?

Guest No problem. That’ correct. 

Front Thank you very much, sir.

Would you like to pay by cash or by credit card?

Guest With cash, please. Here you are.

Front Thank you very much. From sixty thousand yen?

Guest Yes.

Front Here is your change, two thousand two hundred thirty yen.

And here is your receipt. Thank you very much.

We look forward to seeing you again.

57,770

60,000

2,230

Service Good evening.

Guest Good evening.

Service Do you have a reservation, sir?

Guest Yes, I do.

Service May I have your name, please?

Guest Sure. It’s Brown.

Service Thank you, sir. Just a moment, please.

Are you a party of four?

Guest Yes, that’s right.



 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

    

  

 
  

 

 

Service May I take your coat. 

Guest  Oh, thanks. 

Service And we’ll keep your other things here too, if you like. 

Guest That’s OK. I can take them with me. 

Service Certainly. This is the claim check for your coat. 

Guest  Thank you very much. 

 

Service I will show you to your table. 

   Will this table be fine? 

Guest  Yes, thank you. 

Service Please take your seat. 

Guest Thank you. 

Service Your waiter will be coming in a moment to take your order. 

 Enjoy your dinner. 

 
  

 
 
 

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

    

 

 

Service Here’s your hot towel for you, ma’am. 

   And here’s yours, sir. 

Guest  Thanks. 

Service And here’s your menu, ma’am. And sir. 

Guest Thanks. 

Service Our recommendation is KAWARA Soba. 

Guest  What is KAWARA Soba? 

 

Service Kawara Soba is a local cuisine of Kawatana Onsen, 

Shimonoseki City. 

Green tea noodles are placed on a hot grilled roof top tile 

and served with beef, tinned egg, green onion, seaweed, 

lemon, and grated daikon radish with hot red pepper. 

It’s served with our original soup. 

The Green tea noodles, grilled to a crisp on a hot tile, are 

very delicious. 

 

Guest  It sounds delicious. 

Service I hope you like it 
 
 
 
 
 
 
 
 



Service May I take your order?

Guest I’d like to try local sake.

Could you tell me your recommendation?

Service We have some local sake.

What types of sake would you like, such as, dry, sweet, 

sharp, rich…?

Guest I prefer sharp and aromatic one.

Service Well, in that case, I recommend “Dassai”, which is very 

famous sake in Yamaguchi.

It’s sharp but well balanced

Guest OK. I’ll take it.

Service Certainly. I’ll be right back with your sake.

Service Excuse me. May I take your plate?

Guest Yes, go ahead, please.

Service How’s everything?

Guest Everything was delicious, but all of us are terribly full now.

Service Would you like me to wrap up the leftovers?

Guest Oh, that’s good idea. Yes, please.



 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

Service Thank you very much. Here’s your bill. 

Guest  Thanks. Here’s my credit card. 

Service Certainly. Just a moment, please. 

 

Service Here’s your card. 

 May I have your signature here, please. 

Guest  Sure. Here you are. 

Service Thank you. 

 Here’s your copy. 

Guest Thank you. 

 Could you call a taxi for me? 

Service Yes. Where would you like to go? 

Guest Shin-Yamaguchi station. 

Service Certainly. 

 Please take a seat and wait here until a taxi will arrive. 
  

 
 
 

  

  

  

 

  

    

  

  

  

  

  

  

 

 

 

Service Mr. Ford, your taxi has arrived just now. 

Guest  Thanks. Everything is wonderful tonight. 

Service We are glad to hear that from you. 

 

Taxi Driver Good evening, Mr. Ford. 

  Shall I put your luggage in the trunk? 

Guest  Yes, please. 

Taxi Driver Please, get in. 

 

Service Thank you very much for your coming today. 

   We are looking forward to serving you again 
  



Taxi Driver Good evening. Thank you for using our taxi.

Where would you like to go?

Guest I’d like to go to Yamaguchi station.

Taxi Driver Sure.

Could you fasten your seatbelt? It’s the law.

Guest OK.

Taxi Driver Thank you for your cooperation.

Taxi Driver We will arrive soon.

Is this OK for you?

Guest Sure.

Taxi Driver It’s 3,500 yen.

Guest Can I pay by credit card?

Taxi Driver Of course.

May I have your card?

Guest Here you are.

Taxi Driver Please enter your PIN here and press green button.

Guest OK.

Taxi Driver Here’s your card.

Please make sure you have everything.



 
 
 

   

       

     

   

 

     

   

 

   

     

  3,500  

     

   

     

   

    OK 

   

 

  

 

 

Guest  Hello. I’d like to take a hot spring bath. 

Staff  Hello. Is it your first time visiting here? 

Guest  Yes. 

Staff  OK.  

First of all, please purchase a ticket at the ticket vending 

machine. 

Guest  OK. Oh, sorry, I can’t read Japanese. 

   Could you help me? 

Staff  Sure. How many people are there in your party? 

Guest  2 adults and a child. 

Staff  How old is your child? 

Guest  6 years old. 

Staff  OK, and do you need towels? 

   We have facial towels and bath towels. 

Guest  We need 2 bath towels and 3 facial towels. 

   Also, we need amenities. 

Staff Shampoo, conditioner and body soap are available in bath 

room. 

 If you need other amenities such as razor, toothbrush, you 

can buy here. 

Guest  OK. Thank you. 
  

 
 
 

   

   

   

   

   

     

   

   

   

   

   

 

   

     

   

 

   

  

 

 

Staff  Hello. 

Guest  Hello. I’m looking for souvenir for my family. 

   I’d like something sweet. 

Staff Yes, how about Uiro? 

Guest  Uiro? What is it? 

 

Staff  Uiro is one of the most popular sweets in Yamaguchi. 

   It’s made from red bean paste, sugar, bracken powder. 

   Its texture is jiggly, chewy and firm like tapioca. 

   Would you like to have a tasting? 

 

Guest  Yes, I’d like to try it. 

 
  



 
 
 

   

   

     

   

   

   

     

 

 

   

 

Guest  Thank you for calling Hagi Kamamoto. 

Staff Hello. I saw your homepage and called. 

I’d like to make a reservation. 

Guest Thank you very much. 

We have 3 program, which program would you like? 

Guest  What kind of program do you have? 

Staff We have hand-building, wheel throwing and painting. 

Guest What is the difference between each? 

Staff Painting is drawing your favorite pictures and letters on the 

pottery. 

Hand-building is adjusting the shape by stretching the clay 

with your fingertips. 

Wheel throwing is placing the clay on a wheel disk and use 

the rotation to create it. 

It takes 30 minutes for painting and wheel throwing, and 60 

minutes for hand-building. 

Guest Ok. I decide painting. 
  

 
 
 

   

   

 

 

   

  

   

 

   

  

 

 

Staff May I recommend a place where you can experience 

Japanese culture? 

Guest  That sounds great! 

   What can we experience there? 

Staff You can make wagashi ( Japanese sweets), wear a kimono 

and experience sado( Japanese tea ceremony). 

Guest So Wonderful, but I can’t wear a kimono by myself. 

Staff No problem. Specialist stuff will teach you how to wear a 

kimono and help you to wear it. 

Guest  I'm relieved to hear that. 

   Please make a reservation for us. 

Staff  Certainly. 
  



Guest Do you have any recommendations for sightseeing?

Staff Yes. Is this your first visit to Yamaguchi?

Guest Yes.

Staff So how about Ichino-saka river and Rurikoji?

In this season, you can take a walk along the river while 

looking at the cherry blossoms.

Also, there is the nice five storied-pagoda in Rurikoji.

Guest Can I walk there from here?

Staff I recommend you will go there by taxi.

It takes about 10 minutes by taxi.

Would you like me to call a taxi for you?

Guest Yes, please.

10

Guest Excuse me, I’m luckily free for a whole day today.

Do you have any recommendations for sightseeing?

Staff Have you ever been to Tsuwano town before?

Guest No. Where is Tsuwano town?

Staff Tsuwano is located in the calm mountains of Western 

Shimane prefecture.

It is also called “Little Kyoto in Sanin”

It's a nice town that retains its old appearance.

Guest That sounds good.

How can I get there?

Staff Why don’t you take a SL train?

I'm sure you'll love the train journey while admiring the 

beautiful scenery of Yamaguchi.



1

SL

Guest What is this character?

Staff He is a character of Yamaguchi Prefecture and his name is 

CHORURU.

Guest CHORURU? Very pretty.

Staff In Yamaguchi dialect we sometimes say “choru” in the end 

of sentence.

That's how his name came to be.

He is popular with people of all ages, from children to the 

elderly here in Yamaguchi.

He sometimes appears at local events.

Guest I would love to see him.

Guest I want to send this package by courier.

Staff Certainly. Would you fill out this delivery slip?

Guest Sure.

Staff May I ask what’s inside?

Guest There are some clothes and Hagiyaki cup for my souvenir.

Staff Yes, sir. Then I put a fragile seal on it.

Guest Thank you.



Staff Have you tried foot bath?

Guest No.

Staff There are 6 footbath spots in Yuda Onsen. 

Every spots is available for free.

Guest That’s good.

Staff There is also a cafe where you can enjoy a drink while 

soaking in the foot bath.

Guest How can I get there?

Staff Please go straight on this road and turn left at the first 

corner. You can find it on your right.

Guest I’ll go right away.

Guest Is there any event tonight?

Staff Yes. Yamaguchi Gion Matsuri will be held tonight.

Guest What is it like?

Staff It is one of the three major festivals in Yamaguchi City and 

also a traditional festival that has been going on since the 

Muromachi period.

The highlight is “”Sagi no Mai”” that takes place on the first 

day.

Guest “Sagi no Mai”?

Staff It is a dance dedicated to the gods, and is performed by 

people dressed as herons.

Guest Wow. I’d love to go to watch it.



Guest Excuse me, may I ask you a question?

Staff Sure.

Guest Where is this place of this picture?

Staff This is KINTAIKYO Bridge in Iwakuni city which is aiming 

for world heritage status.

It is designated as National Scenic Beauty and is a wooden 

bridge that represents Japan.

Guest That five-row arch is so beautiful.

Staff That's exactly right.

If you go there, please take a look behind the bridge.

The geometric kumiki technique seen up close is a sight to 

behold.

Guest I would like to go to the place in this photo.

Staff That is Akiyoshidai.

Akiyoshidai is Japan's largest karst plateau.

You can enjoy various activities at Akiyoshidai such as 

cycling, trekking, trail running and so on.

Guest Is there a place to eat nearby?

Staff Yes. There is a cafe next to the observation deck.

Guest What this vehicle is in this photo?

Staff It's called a tuk-tuk, a three-wheeled motorcycle used as a 

taxi in Southeast Asia, mainly Thailand.

You can rent it, if you would like to.

It feels so good to drive while feeling the natural breeze.



Guest Could you make a hospital appointment for me?

Staff Sure. What’s wrong with you?

Guest I've been feeling a little chilly since last night and I feel like

I have a fever.

Staff What’s your temperature?

Guest I have a fever of 38.5 degree.

Staff OK. I will call to hospital right now.

Do you have overseas travel insurance?

Guest Yes, I have.

Staff I will let you know as soon as I receive confirmation from 

hospital.

Please wait at your room.

Guest I’m sorry to bother you.

38 5

Excuse me. 

I’d like to go to Tsunoshima.

How can I get there?

…





122 

5-6 専門職業人材講座 DX 系エントリーコース 資料６ 

（１）シラバス

講座名 DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 

学習概要 デジタルマーケティング基礎を学んだ参加者が、基本的なデジタルツールの使用に

慣れ、日常業務において対話型 AI を活用して効率化と SNS 運用などの簡単なデジ

タルタスクの実行を行う技能を獲得することを目指します。

到達目標 ・ChatGPT をはじめとする生成 AI ツールの基本操作と応用機能に習熟し、実務での

利用方法を理解する。 

・デジタルマーケティングに関連する業務プロセスにおいて、AI を活用して効率化と

成果向上を図る能力を身につける。 

・顧客理解と市場分析を深め、ターゲットに合わせたペルソナ作成と擬似インタビュー

を実施できるようになる。 

・SNS コンテンツの企画、配信、および配信後の分析を行い、データに基づいた改善

策を提案できるようになる。 

・デジタルマーケティングの戦略立案と実行において、論理的思考と創造的なアイデ

アを組み合わせる能力を養う。

評価方法 課題提出の完了度:  

各セッションで出される課題に対する提出状況とその内容の充実度により評価。 

最終成果発表の質: 

コースの最後に行われる最終成果発表において、コースを通じて学んだ内容の総合

的な理解と応用能力をどれだけ効果的に発表できるか。プレゼンテーションの構成、

内容の深さ、発表技術を評価。 

計画 指導内容 時間数

(分) 
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生成 AI（ChatGPT）

の利用方法の事前学

習およびデジタルマ

ーケティングに関する

初級的な知識の習得 

指定のオンライン教材の視聴 900 オンデマン

ド学習 

受講生同士のつなが

りを構築、それぞれ

の業務における課題

の共有を図る 

受講生が自己紹介、業務課題の共有、インサイト共有セッ

ションを行い、相互のネットワーキングと学びを深める。

120 交流カフェ 

（キックオ

フ） 

生成 AI（ChatGPT）

入門 

目的・目標： 

ChatGPT の基本的な機能と操作方法を理解する。 

日常業務における ChatGPT の活用方法を学ぶ。 

概要： 

このセッションでは、生成 AI 技術としての ChatGPT の基礎

について学び、その操作方法と応用可能性を探ります。参

加者は ChatGPT の基本的な使い方を学び、簡単な対話を

通じて AI の応答パターンを理解します。 

学習内容・活動： 

ChatGPT の基本的な概念と機能の紹介 

実際に ChatGPT を使用しての基本的な対話練習 

質問応答、文章生成、情報検索の基本的な使い方 

評価基準・実践課題： 

ChatGPT を使用して特定のトピックに関する質問に答える

練習を行う。 

簡単な文章生成の課題を完了させる。 

120 ワークショ

ップ① 

生成 AI（ChatGPT）

実践ワークショップ 

目的・目標： 

ChatGPT を使用して、実際の業務シナリオにおける問題解

決の能力を養う。 

複数の業務シナリオにおける ChatGPT の応用方法を学

ぶ。 

概要： 

120 ワークショ

ップ② 
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このセッションでは、参加者が ChatGPT を使用して実際の

業務シナリオに対応するための実践的なワークショップを行

います。業務における様々な課題に対して、どのように

ChatGPT を活用できるかを探ります。 

学習内容・活動： 

業務シナリオを想定した ChatGPT の応用練習 

シナリオ別の問題解決手法の模索と実践

チームワークを通じた複雑な問題解決の試み

評価基準・実践課題： 

実際の業務シナリオを想定した問題解決のプレゼンテーシ

ョン 

ChatGPT を活用した具体的な解決策の提案と実践 

顧客理解と市場分析 目的・目標： 

ChatGPT を使用して、顧客のペルソナ作成と市場分析を行

う能力を養う。 

顧客のニーズと市場の動向を理解し、それに基づいた戦略

を立案できるようになる。 

概要： 

このセッションでは、参加者が ChatGPT を使用して顧客の

ペルソナを作成し、市場を分析する方法を学びます。仮想

のインタビューや市場データの解析を通じて、より深い顧客

理解と市場の洞察を得ることを目指します。 

学習内容・活動： 

顧客ペルソナの作成と擬似インタビューの実施 

市場データの収集と分析 

顧客ニーズと市場トレンドの洞察の共有と議論 

評価基準・実践課題： 

独自の顧客ペルソナの作成と市場分析レポートの提出 

市場分析に基づいた戦略的提案のプレゼンテーション 

120 ワークショ

ップ③ 

コンテンツ企画の立

案と SNS 配信計画 

目的・目標： 

ChatGPT を使用して、実際の業務シナリオにおける問題解

決の能力を養う。 

120 ワークショ

ップ④ 
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複数の業務シナリオにおける ChatGPT の応用方法を学

ぶ。 

概要： 

このセッションでは、参加者が ChatGPT を使用して実際の

業務シナリオに対応するための実践的なワークショップを行

います。業務における様々な課題に対して、どのように

ChatGPT を活用できるかを探ります。 

学習内容・活動： 

業務シナリオを想定した ChatGPT の応用練習 

シナリオ別の問題解決手法の模索と実践

チームワークを通じた複雑な問題解決の試み

評価基準・実践課題： 

実際の業務シナリオを想定した問題解決のプレゼンテーシ

ョン 

ChatGPT を活用した具体的な解決策の提案と実践 

SNS 配信後の結果

分析 

目的・目標： 

SNS コンテンツの配信結果を分析し、その効果を評価する

方法を学ぶ。 

配信結果をもとに、今後のコンテンツ改善と戦略調整の方

法を理解する。 

概要： 

このセッションでは、配信した SNS コンテンツの成果を分析

し、その結果を評価します。参加者は ChatGPT を使用し

て、データを解析し、インサイトを得るための方法を学びま

す。 

学習内容・活動： 

SNS コンテンツのパフォーマンスデータの収集と分析 

成果の評価とインサイトの抽出 

改善策と次回の戦略調整の提案 

評価基準・実践課題： 

配信結果の分析レポートの作成 

改善策と今後の戦略に関する提案書の提出 

120 ワークショ

ップ⑤ 
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最終成果発表準備 目的・目標： 

コースを通じて学んだ知識とスキルを総合的に活用して、最

終成果を準備する。 

効果的なプレゼンテーションスキルを習得し、自身の提案を

説得力を持って伝える。 

概要： 

このセッションでは、コースを通じての学びを総括し、最終成

果の発表に向けた準備を行います。ChatGPT を使用して、

発表資料の作成やプレゼンテーションの練習を行い、自身

の提案や成果を効果的に伝える方法を学びます。 

学習内容・活動： 

最終成果のまとめと発表資料の作成 

プレゼンテーションスキルの練習 

フィードバックを受けての資料のブラッシュアップ

評価基準・実践課題： 

最終成果の発表資料の完成度 

プレゼンテーションの実施練習とフィードバックの活用 

120 ワークショ

ップ⑥ 

最終成果発表 目的・目標： 

コースを通じて習得した知識とスキルの成果を発表する。

同僚や業界関係者からのフィードバックを受け、自身の学

びを深める。 

概要： 

この最終セッションでは、参加者がこれまでの学びと実践の

成果を発表します。発表会を通じて、参加者は自身の成長

を振り返り、同僚や業界関係者からの貴重なフィードバック

を受け取ります。 

学習内容・活動： 

最終成果のプレゼンテーション 

フィードバックの受け取りと共有

成果発表会の参加とネットワーキング 

評価基準・実践課題： 

最終成果のプレゼンテーションの質 

120 成果発表 
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フィードバックへの対応と学びの共有

合計 1860 分 
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第６章 次年度以降に向けて 

6-1 次年度に向けた課題 

令和 5 年度の事業実施内容・結果を踏まえ下記について、更に進展させていく。 

（１）令和 6 年度、7 年度実施の事業（予定）

（２）改善点と対策

●オンライン学習の視聴強化①

視聴する目的の明確化、継続の確認や視聴促進などの働きかけが弱かった。

➡受講生に対するリスキル推進アドバイザーの働きかけを強化する。
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（開始時の目的の明確化と視聴状況の進捗確認を実施する） 

●オンライン学習の視聴強化②

学習コンテンツの提供が複数の候補から自分で選ぶ形で「何を見るべきか」迷うケースが発生した。

➡視聴順を決めて提供する。

●本人の目的と企業側の期待のベクトル合わせ

企業側が期待していることと本人の目的の一致、納得が必要と感じた。

➡学習開始前の三者面談実施など事前の意識合わせを行う。（学習成果の評価は意欲に直結する）

●学習環境の提供

連絡ツールとして Teams を使用、連絡は順調だったが受講生の反応の遅さが気になった。

➡業界的に PC に向かう時間がない。スマホアプリの使用まで想定して環境を作る必要がある。

（オンデマンド学習含む）。

●能力変化の記録

受講生のスキルや知識、目的意識の変化量を所属企業に最終報告することが重要である。

➡定期的なヒアリング、アンケートに加え、講師評価、アドバイザーの所見を集積し、修了時に企業に

対する報告としてフィードバックできるような評価体系を更に進展させる。 

●リスキル推進アドバイザーの試行について

・受講生との接触機会が増やし、よりきめ細かくできれば良かった。

⇒定例の面談（オンライン含む）をマイルストンとして設定し、学習状況や不明点、意識の変化、感想などを

聞き出せる機会を増やす。（設問を絞り共通化して時間的負担をなくす工夫も必要） 

・次年度計画４講座、受講生 40 名への体制づくりが必要である。

⇒アドバイザーの在り方やスキルセットなどの明確化（リスキル推進アドバイザー養成講座開発で進行中）

に基づいた人材育成を並走して行う。 

●プログラムについて

・プログラム受講後の評価方法と評価基準の設定について、次年度以降委員の方ご意見を踏まえながら
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明確にしていく必要がある。 

・オンデマンド学習と対面講座の連動性と学習効果を更に効果的に推進していく。

・山口の特徴、地域の観光資源を盛り込んだ内容の実証講座を更に意識していく。

●普及・促進について

普及・促進の面では、今後作成する成果物 

・研修体系と運用に対するマニュアル

・修了認定制度運用ガイドライン

・専門職業人材オンライン講座選択ガイドブック 等

を活用することで、他団体が地域企業・在職者へ提供する際の導入を促進し、スムーズな運用が可能と 

する。加えて、当学院が継続的に、リスキル推進アドバイザーを派遣、紹介する仕組みを作る。 

また、リスキル推進アドバイザー講座は、本学院で実施することで新規人員を育成していく。 

・本学院では、研修体系と運用に対する継続活用可能なポータルサイトおよび学習管理システムを事業

終了後も各団体が利用可能として、リスキル推進を促進する。 

・上記のように事業の継続と普及・拡大を行うことで、開発した講座の改訂やバリエーションの拡大を継

続的に行う。 

・専門職業人材講座は、時代とともに変化対応する必要があり、育成した業界・企業対象専門職業人材

能力コンサルタントにより、常に企業・業界ニーズを受けながら、業種・地域・団体の拡大をおこなってい

く。 

・現在、市販のオンデマンド講座の価格が高いため、事業拡大を行いながら、多様な市販オンデマンド講

座も推奨講座を増やしていく。 

・また、行政等ともこれまで以上に連携することで、企業や個人が経済的にも支援が受けられるように

「山口地域職業能力開発促進協議会」とも情報共有して、山口県も推進している中小企業の DX 人材育 

成とリスキリング支援事業としても運用継続を図りたい。 

以上 
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